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要がある．そこで本研究では EPWM 送信法に用いる飽和増幅器と量子化雑音抑圧のための BPF につ
いて検討を行った． 
まず EPWM 送信法で飽和増幅器に入力される RF バースト信号の線形増幅法について検討した．
EPWM 信号は信号の ON-OFF の変動が激しい．ゲート・ソース間の電圧によってドレーン・ソース
間に流れる電流も ON-OFF が切換り電源電圧からドレーンバイアスに流れる電流の変動が激しくな
る．一般的な FET の増幅回路構成のドレーンバイアスにはインダクタンスを用いることが多いが，イ





次に増幅器の終端に 3 次のバタワース BPF を挿入し増幅器と BPF の総合的な動作について検討を
行った．この BPF を用いることで信号帯域外の量子化雑音を無線通信システムの許容するスペクトル
マスク以下に抑えられることを確認した． 
またドレーンバイアスの/4伝送線路と出力負荷に挿入されるBPFの総合的な動作について解析し，
さらなる高効率増幅の実現性のために F 級増幅器の動作について検討した．入力を正弦波としたとき，
インダクタドレーンバイアスを用いた飽和動作時のドレーン効率を超えさらなる高効率増幅の回路構
成を示した． 
 
